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ﾄ
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ﾌ
ﾄ
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ｸ
ｾ
ｼ
ビ
ﾘ
ﾃ
ｨ
職
人
気
質
が
生
ん
だ
｢
X
産
業

群
｣
ﾊ
ｲ
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ジ
ｰ
と
人
類
の
未
来

集
中
か
ら
分
散
へ
―
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
設
計
思
想
の
流
れ

廣
瀬
通
孝

一
集
中
化
と
分
散
化
の
歴
史
的
ｱ
ﾅ
ﾛ
ジ
ｰ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
1

集
中
化
の
限
界
動
力
分
散
化
の
流
れ
計
算
機
に
お
け
る
分
散
型
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

二
分
散
型
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
利
点
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
6

生
き
残
っ
た
計
算
機
の
効
用
バ
ｶ
に
な
ら
な
い
配
線
ｽ
ペ
ｰ
ｽ
計
算
機
ﾈ

ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
の
技
術
逆
に
な
っ
た
計
算
機
の
ｺ
ｽ
ﾄ
O
A
に
み
る
高
ｱ
ｸ

ｾ
ｼ
ピ
ﾘ
ﾃ
ｨ

三
分
散
化
へ
の
ｷ
ｰ
ポ
ｲ
ﾝ
ﾄ

4
7

中
核
と
な
る
s
o
m
e
t
h
i
n
g
階
層
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
に
お
け
る
人
間
要
素

都
市
環
境
の
現
在
と
未
来
〈
対
談
〉
下
河
辺
淳
･
石
井
威
望

一
情
報
化
時
代
の
空
間
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
5

都
市
計
画
の
三
極
構
造
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾘ
ゼ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を
支
え
る
も
の
価



値
観
の
多
様
化
と
意
思
決
定

二
高
齢
化
社
会
の
都
市
づ
く
り

6
2

老
化
の
な
い
高
齢
化
｢
老
い
の
く
り
ご
と
｣
の
価
値
ｾ
ﾏ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｯ
ｸ
な
情

報
を
担
う
高
齢
者
遍
歴
時
代
と
ﾃ
ｸ
ﾉ
ポ
ﾘ
ｽ
″
赤
ち
ょ
う
ち
ん
"
の
あ
る

都
市
づ
く
り

三
都
市
の
ﾒ
ﾀ
ボ
ﾘ
ズ
ﾑ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
0

空
間
論
の
転
換
期
ゲ
ﾘ
ﾗ
的
パ
ﾜ
ｰ
が
都
市
を
変
え
る
″
ﾚ
ﾄ
ﾛ
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ﾛ
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ｸ
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ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ
企
業
を
支
え
る
も
の
情
報
の
｢
平

等
化
｣
と
｢
個
別
化
｣

二
ﾒ
デ
ｨ
ｱ
･
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ジ
ｰ
と
は
な
に
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
5

活
字
･
映
像
･
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
方
式
ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ
に
関
す
る
要
件
情

報
選
択
の
余
地
の
い
ろ
い
ろ
ﾆ
ｭ
ｰ
ｽ
に
ｱ
ｸ
ｾ
ｽ
す
る
三
段
階
デ
ｨ
ジ

ﾀ
ﾙ
再
生
･
変
換
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ﾑ
ｰ
ビ
ｰ
･
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

三
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
･
グ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｯ
ｸ
ｽ
と
は
な
に
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
1
4

新
し
い
映
像
の
世
界
創
造
性
を
拡
大
す
る
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ジ
ｰ
新
し
い
美
学
の

誕
生

四
ﾒ
デ
ｨ
ｱ
･
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ジ
ｰ
の
応
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
1

｢
学
校
｣
神
話
の
崩
壊
｢
肉
体
｣
神
話
の
崩
壊



ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
と
芸
術
端
山
貢
明

一
ﾆ
ﾕ
ｰ
･
ﾒ
デ
ｨ
ｱ
･
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ジ
ｰ
と
表
現
技
術
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
7

二
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
･
グ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｯ
ｸ
ｽ
の
歩
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
9

高
度
な
ｼ
ﾐ
ｭ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
の
視
覚
化
芸
術
と
技
術
の
出
会
い
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ

ｰ
ﾀ
･
ｱ
ﾆ
ﾒ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
新
し
い
感
覚
表
現
の
意
識
ｼ
ﾐ
ｭ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

に
お
け
る
ﾘ
ｱ
ﾘ
ズ
ﾑ
｢
ﾒ
デ
ｨ
ｱ
･
ﾙ
ｰ
ﾑ
｣
の
開
発

三
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
と
音
楽
表
現
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
4
3

作
曲
の
ｱ
ﾙ
ゴ
ﾘ
ズ
ﾑ
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
に
よ
る
音
響
合
成
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ

演
奏
の
ﾊ
ｲ
ブ
ﾘ
ｯ
ド
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾗ
ｸ
ﾃ
ｨ
ビ
ﾃ
ｨ
の
開
発

第
五
世
代
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
の
め
ざ
す
も
の
〈
対
談
〉
元
岡
達
･
石
井
威
望

一
な
ぜ
第
五
世
代
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
な
の
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
7

｢
I
B
M
｣
対
｢
日
本
｣
の
構
図
ｿ
ﾌ
ﾄ
ｳ
ｪ
ｱ
危
機
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
も
″
推

論
″
で
き
る
?

二
第
五
世
代
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
の
目
標
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
6
5

人
工
知
能
志
向
の
計
算
機
認
知
科
学
と
第
五
世
代
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
バ
ｲ
ｵ

ﾁ
ｯ
プ
の
課
題



三
第
五
世
代
プ
ﾛ
ジ
ｪ
ｸ
ﾄ
の
国
際
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
7
2

日
本
ら
し
い
″
い
つ
も
の
手
″
国
際
協
力
は
可
能
か
第
五
世
代
の
推
進

遺
伝
子
工
学
と
バ
ｲ
ｵ
ｿ
ｻ
ｴ
ﾃ
ｨ

中
村
桂
子

一
遺
伝
子
研
究
の
も
つ
意
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
8
1

変
化
へ
の
期
待
と
不
安
人
間
と
は
技
術
を
も
つ
生
き
物
現
代
を
考
え
る
ｷ

ｰ
ﾜ
ｰ
ド
″
遺
伝
子
″
安
定
性
と
柔
軟
性

二
生
き
物
の
も
つ
遺
伝
子
の
共
通
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
8
6

ｿ
ﾌ
ﾄ
ｳ
ｪ
ｱ
と
し
て
の
遺
伝
子
全
体
と
し
て
の
プ
ﾛ
グ
ﾗ
ﾑ

三
生
き
物
と
し
て
の
連
続
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
9
0

生
物
は
歴
史
を
抱
え
込
ん
だ
存
在
″
連
続
性
″
の
な
か
で

四
新
し
い
遺
伝
子
像
に
学
ぶ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
9
3

余
裕
の
あ
る
多
細
胞
生
物
の
遺
伝
子
遺
伝
子
の
重
複
と
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
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ﾆ
ズ
ﾑ
生
物
の
柔
ら
か
さ
と
｢
ゆ
ら
ぎ
｣
ﾎ

ﾓ
･
ﾌ
ｧ
ｰ
ベ
ﾙ
と
し
て
の
人
間
D
N
A
は
"
す
べ
て
"
か
?
生
命
の
構
造

と
｢
目
的
性
｣
現
代
生
物
学
は
十
九
世
紀
の
物
理
学

二
生
命
観
と
価
値
観
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
2
2

倫
理
的
価
値
判
断
に
お
け
る
問
題
点
遺
伝
子
の
変
化
は
不
可
逆
個
の
保
存
､

種
の
保
存
各
分
野
の
価
値
基
準
を
超
え
て

機
械
論
的
生
命
観
と
植
物
状
態
患
者
長
野
敬

一
生
命
観
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
3
3

デ
ｶ
ﾙ
ﾄ
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械
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｣
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ｽ
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ｸ
ﾉ
ﾛ
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鐙
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ﾉ
ﾛ
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ﾉ
ﾛ
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｣
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ﾙ
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｢
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…
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ゴ
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｣
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